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県立広島大学の学生支援の取組み

県立広島大学大学教育実践センター

副センター長 細羽 竜也
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講師紹介

大学教育実践センター

大学教育実践センターで，学生支援部門を
担当しています。

大学での学修や生活上の困ったことについ
て，学生からの相談を受け，学生といっしょ
に対応を考えるといった部署で仕事をしてい
ます。

大学教育実践センターでは，全学共通教育，
専門教育を体系的に捉えた教育システムを確
立し，入口(入学)から出口(就職・進学)まで
を一元的にサポートすることにより，キャン
パスライフの充実を図る様々な活動を行って
います。
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本学の学生支援の取り組み

1．学生意識調査の結果と本学の学生支援の取り組み

2．教員と学生たちがともに支えあうコミュニティの
構築に向けて
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１．学生意識調査の結果と
本学の学生支援の取り組み
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本学の学生の暮らし（昨年度1年生）
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１．自宅 ２．下宿又はひとり暮らし（学生寮を含む）

本学の学生の悩み（昨年度1年生）
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⑨ 人生について悩みがある。

⑧ 健康状態について悩みがある。

⑦ 交際相手との関係に悩みがある。

⑥ 家族関係に悩みがある。

⑤ 学内の友人関係に悩みがある。

④ 経済的に学業を続けることが難しい。

③ 希望の就職先や進学先に行けるか不安だ。

② 卒業後にやりたいことがみつからない。

① 授業の内容についていけない。

（％）
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✔

✔

✔

１ 学生支援の基本的な考え方

入学から就職・進学までを一元的にサポート

⇒大学教育実践センターの基本方針

個々の学生に応じた支援

⇒少人数教育・チューター制度など

学生の実態に基づく支援の取り組み

⇒学生意識調査に基づく効果的な支援策の検討・策定
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１ チューターによる個別支援

チューターによる助言・指導・相談

●チューター制度

半期ごとにチューターから学生に成績を手渡し，履修や単位取得状況に
ついて把握

●学修（出席）状況把握

欠席が多い学生や単位取得が思わしくない学生の把握

●オフィスアワー

研究室等で学生からの質問や相談に応じる時間を設定
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１ チューターによる個別支援

授業出席率

（％）

（昨年度1年生）
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１．90％以上 ２．70％以上90％未満
３．50％以上70％未満 ４．30％以上50％未満
５．30％未満

１ 個々の学生に応じた支援

（％）

教員との面談やオフィスアワーへの満足度 （昨年度1年生）
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１．満足している ２．どちらかといえば満足

３．あまり満足していない ４．満足していない

２ 県大生の生活実態

1カ月の平均支出額（支出合計）（万円）
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（昨年度1年生）
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自宅 下宿又はひとり暮らし

新型コロナウイルス感染拡大防止対策（緊急事態宣言時）

●本学活動基準 教育 原則メディア授業のみの実施

→オンライン授業のための受講環境確保のお願い（4月28日更新）

→オンライン学修に必要なPC・ポケットWi-Fiの貸与について
（貸与条件あり　※後に緩和）

●経済的支援の案内

→新型コロナウイルス感染症に係る影響を受けた方に対する
経済的支援等

●相談支援体制

→大学ガイダンスと期初面談（チューター面談）の実施

→学生相談等，遠隔での相談支援体制の構築
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２ 経済的支援（授業料減免等：令和2年度）

新型コロナウイルス感染症に係る影響を受けた方に対する経済的支援等
（7月29日更新）

●困難な状況におかれている学生等が利用可能な制度等

1．高等教育の修学支援新制度【非課税世帯及びそれに準ずる世帯の方】
2．日本学生支援機構の貸与型奨学金【幅広い世帯の方】
3．本学独自の，授業料の納付猶予・減免制度【低所得世帯等】(更新)
4．「学びの継続」のための『学生支援緊急給付金』2次募集【家庭から自立し

アルバイト収入減となった方】
5．自治体や民間の奨学金等【制度等により異なる】
6．通信データ容量追加の無償化等の支援【通信キャリアにより異なる】(更新)
7．ＰＣ・ポケットwi-fiの貸与【オンライン学修環境に支障がある方】

●修学支援以外の制度のうち，経済的に困難な場合に活用できる制度等

8．生活福祉資金貸付金（緊急小口貸付貸付等の特例貸付）【幅広い世帯の方】
9．生活福祉資金貸付金（教育支援資金）【低所得世帯】

10．母子父子寡婦福祉貸付金（就学支度資金・修学資金）【母子・父子・寡婦家庭の方】
11．住居確保給付金【独立生計・収入減の方】

●その他（保護者・事業者向け）
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３ 健康管理・学生相談

学生相談の取り組み
（遠隔・対面）

●専門カウンセラーによる相談体制

学生からの様々な相談やメンタルヘルスケアに対応する
ため，各キャンパスに3名のカウンセラーを配置

●ピア・サポート事業

ピア・サポート活動をとおして，「学生同士の
支援活動」を実践
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新入生歓迎事業 課外活動

オリエンテーションセミナー ３キャンパス交流イベント

クラブ・サークル活動
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４ 課 外 活 動 支 援 （例年）

２．教員と学生たちがともに支えあう
コミュニティの構築に向けて
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5 学修支援アドバイザー制度

学修相談の様子（広島C） 授業運営支援（三原C）

高等学校

大 学

他者の学びを支援すること等を通じて，自身が学ぶ喜びを感じ，

自律的学修に動機づけられる学修支援アドバイザーの経験

〇アドバイザー業務を通じてのロールモデルとしての自覚

〇他者への貢献を通じての学ぶことの意義の体感

〇学年間・友人間・教職員との人間関係の拡大

社会における実践・貢献

「人間力」の発揮へ学力の形成

「人間力」の形成

ピアレビューの様子（庄原C）

機器操作支援（広島C）

平成29年度AP事業教育改革フォーラムより
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6 学生表彰制度

学業成績優秀者をはじめ，学会発表や課外活動で
優秀な成績を収めた学生や学修支援アドバイザー
など学内事業等で貢献した学生を表彰

7 学生生活指導

防犯，防災，アル
バイト，選挙など
学生生活に密着し
た講演会

18

19

0

20

40

60

80

100

国際 健康 経営 経情 生命 環境 看護 理学 作業 コミ 人間

人間文化学部経営情報学部生命環境学部 保健福祉学部 全学

１．満足している ２．どちらかといえば満足
３．あまり満足していない ４．満足していない

あなたは現在の大学生活に満足していますか。（昨年度1年生）
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１．満足している ２．どちらかといえば満足
３．あまり満足していない ４．満足していない

（昨年度4年生）あなたは現在の大学生活に満足していますか。
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（％）



県立広島大学で充実した学生生活を！！
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ご清聴ありがとうございました。
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